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【車番認証カメラ】登録した車両以外の
車両を検出した時にブザーを鳴らす方法
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動作例
車番認証システムの動作例

ナンバープレートを登録済みの車両は、アラームを鳴らしません。
ナンバープレートを登録していない車両に対しては、レコーダーからアラームを鳴らします。

登録済み車両 未登録登録車両

データベース データベース

レコーダー レコーダー

車番認証カメラ 車番認証カメラ
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設定時の構成
車番認証システムの構成例

ナンバープレートの登録や設定を行う際に、PCからレコーダーにブラウザ経由でログインすると便利です。
※レコーダーのインターフェースでは、アルファベット・数字しか入力できないため不便です。

②①
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車両をホワイトリストに登録する方法

①Microsoft Edgeの検索窓でレコーダーのIPアドレスを入力します。
②「AI」を選択します。

①

②
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車両をホワイトリストに登録する方法

③「データベース」＞「ブラックリスト/ホワイトリスト」を選択します。
④「追加」を選択します。

③

④
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車両をホワイトリストに登録する方法

⑤車両のナンバープレートなどの情報をデータベースに登録します。

⑤
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車両をホワイトリストに登録する方法

⑥「ナンバープレート番号」には上記の例だと、「横浜505ひ2813」と入力します。
⑦「所有者名」に所有者の名前を入力します。（任意）
⑧「タイプ」は「ホワイトリスト」を選択します。
⑨データベースの有効期限を設定します。
⑩「OK」をクリックして、設定を保存します。

⑥

⑩

⑦
⑧
⑨
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車両をホワイトリストに登録する方法

⑪データベースに作成したホワイトリストが表示されていれば登録完了となります。

⑪
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車両をホワイトリストに登録する方法

⑫CSVファイルで車両のナンバープレートを一括で登録することも可能です。

⑫
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ブザーの設定

①「AI」＞「パラメータ」＞「車番認識」を選択します。
②「車両ブロックリスト/許可リスト」を有効にします。

①

②

①
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ブザーの設定

③「一般」を選択します。
④「他の設定」を選択します。
⑤「ブザー」にチェックを入れます。
⑥「OK」をクリックします。
⑦「適用」をクリックして、設定を保存します。

③

④

⑤

⑥

⑦
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ブザーの設定

⑧「ブラックリスト」を選択します。
⑨「他の設定」を選択します。
⑩「ブザー」にチェックを入れます。
⑪「OK」をクリックします。
⑫「適用」をクリックして、設定を保存します。

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
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ブザーの設定

⑬「ホワイトリスト」を選択します。
⑭「他の設定」を選択します。
⑮「ブザー」のチェックを外します。
⑯「OK」をクリックします。
⑰「適用」をクリックして、設定を保存します。

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
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ブザーの設定

⑬「ホワイトリスト」を選択します。
⑭「他の設定」を選択します。
⑮「ブザー」のチェックを外します。
⑯「OK」をクリックします。
⑰「適用」をクリックして、設定を保存します。

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
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